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自
門
４８
会
支
部
結
成
を
祝
し
て

こ
の
た
び
、
中
央
大
学
を
昭
和
４８

年
に
卒
業
さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
、
卒

業
生
同
士
の
交
流
と
親
睦
を
め
ざ
し

て
白
門
４８
会
を
結
成
さ
れ
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 中

央
大
学
学
員
会
会
長

大
　
西

　

保

ま
た
、
結
成
に
至
る
ま
で
の
準
備

委
員
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
努
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
中
央

大
学
で
は
卒
業
生
を
学
員
と
称
し
て

お
り
、
そ
の
中
央
大
学
の
す
べ
て
の

卒
業
生
４４
万
人
を
糾
合
し
て
中
央
大

学
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
る
の
が
、

わ
た
し
ど
も
の
中
央
大
学
学
員
会
で

あ
り
ま
す
。
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
、
母

校
中
央
大
学
で
は

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
と
し
て
、
大
学
卒
業
後
２５

年
を
経
過
し
た
卒
業
生
を
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
招
き
す
る
行
事
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ

ん
の
自
門
４８
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、

昨
年
が
ご
卒
業
２５
年
で

「
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
の
メ
イ
ン
グ
ス
ト
に

な
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
以
来
、

学
員
会
は
支
部
の
結
成
に
向
け
物
心

両
面
に
わ
た
り
支
援
し
て
ま

い
り
ま

し
た
の
で
、
今
回
の
支
部
結
成
を
見

る
に
至
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
嬉
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
学
員
会
の
正
式
支
部
と
し

て
は
、
地
域
支
部

（海
外
９
支
部
を

含
む
）
は
１
０
１
支
部
、
卒
業
年
次

支
部
が
み
な
さ
ん
の
自
門
４８
会
を
加

ぇ
て
３６
支
部
、
職
域

・
職
種
等
の
支

部
が
４８
支
部
の
合
計
１
８
５
支
部
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
全
国
各
地

の
地
域
や
職
域
に
お
い
て
、
学
員
有

志
が
自
門
会
の
名
の
も
と
に
交
流
の

輪
を
広
げ
て
お
り
、
そ
の
自
門
会
の

数
は
正
確
に
把
握
で
き
な
い
ほ
ど
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。
支
部
や
白
門
会

の
な
か
に
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
会

や
各
種

ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど

の
他

に
、
在
学
生
父
母
の
全
員
加
入
制
団

体
で
あ
る
中
央
大
学
父
母
連
絡
会
と

の
交
流
や

一
般
市
民
も
対
象
に
し
た

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
地
域
文
化

の
振
興

・
発
展
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
母
校
の
名
声
の
高
揚
に
も
努
め

て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
卒
業
年

次
支
部
の
方
々
は
、
「
年
次
支
部
協

議
会
」
を
結
成
し
、
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
年
次
支

部
の
持
ち
回
り
に
よ
り
、
中
央
大
学

に
留
学
中
の
外
国
人
留
学
生
を
招
き

「
留
学
生
を
励
ま
す
集

い
」
を
開
催

し
て
、
経
済
困
難
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
留
学
生
を
支
援
す
る
行
事
を
毎

年
行

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
員
会
は
そ
う
し
た

各
支
部
の
多
彩
な
活
動
を
と
り
ま
と

め
、
支
援
し
て
お
り
ま
す
が
、
学
員

会
は
み
な
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
る
終

身
会
費
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り

ま
す
。　
一
方
、
学
員
会
の
終
身
会
費

を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
学

員
会
本
部
か
ら
母
校
の
現
況
や
学
員

の
活
動
状
況
等
を
逐
次
お
伝
え
す
る

「
学
員
時
報
」
を
終
身
に
わ
た
り
お

届
け
し
て
、
母
校
の
現
在
の
姿
を
詳

し
く
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
学
員
会
に
ご
入
会

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お
わ
り
に
白
門
４８
会
の
み
な
さ
ん

が
、
支
部
結
成
を
契
機
に
こ
う
し
た

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
会
員
相
互
、
支
部
相
互
、
そ

し
て
母
校
と
の

一
層
の
交
流
を
深
め

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
ご
挨

拶
と

い
た
し
ま
す
。
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設立バーティーを終え記念撮影する参加者たち



縁と和を大切に

中央大学学員会白門48会

会長 安 藤 正 敏

「
白
門
４８
会
」
は
、
６
月
５
日
０

に
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
に
お
い

て
設
立
総
会
を
開
催
し
、
学
員
会
の

年
次
支
部
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
１０
年
６
月
２４
日
に
第

一
回
の

準
備
会
を
開
催
、
入
会
の
呼
び
か
け

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
秋
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
か
ら
会
員
は
飛

躍
的
に
増
加
、
準
備
会
に
参
加
し
て

く
れ
る
委
員
も
４０
名
を
超
え
ま
し
た
。

委
員
に
な

っ
た
私
も
、毎
月
１
回
の
準

備
会
・懇
親
会
が
待
ち
遠
し
く
、
総
会

に
向
け
て
楽
し
い
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

設
立
総
会

・
懇
親
会
に
は
１
０
０

人
近
く
の
会
員
が
出
席
し
、
総
会
は

何
の
異
議
も
な
く
無
事
終
了
、
天
気

同
様
に
総
会
は
爽
快
で
し
た
。

懇
親
会
で
は
大
西
学
員
会
会
長
、

三
宅
中
央
大
学
常
任
理
事
、
白
門
４５

会
支
部
長
、
白
門
４６
会
支
部
長
な
ど

来
賓
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ジ

ヤ
ン
ボ
鶴
田
氏
か
ら
の
祝
電
披
露
に

わ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
行

っ
た

「白

己
紹
介
ビ
ン
ゴ
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で

は
ひ
と
き
わ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

３
月
の
準
備
会
で
会
長
就
任
を
要

請
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
生
時
代
に
頸

椎
を
傷
め
、
ま
た
口
に
麻
痺
性
が
あ

る
た
め

「あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
か

ら
」
と
固
辞
し
た
の
で
す
が
、
「あ

い
さ
つ
は
短
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
妙

な
説
得
を
さ
れ
、　
ｒ

番
向
か
な
い

人
間
が
最
初
に
や
っ
て
ヘ
マ
ば
か
り

や
っ
て
お
れ
ば
、
次
か
ら
の
方
々
が

や
り
や
す
か
ろ
う
″
と
の
犠
牲
的
精

神
で
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

わ
が
人
生
訓

″人
生
と
は
こ
れ
即

ち
勉
強
な
り
″
を
実
践
す
る
よ
い
機

会
か
と
、
プ
ラ
ス
指
向
で
考
え
て
は

ま
す
が
、
は
た
し
て
会
長
役
が
快

に
こ
な
し
て
い
け
る
か
し
ら
？

積
極
的
な
参
加
を
希
望

こ
れ
か
ら
の
４８
会
で
、
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
事
業
計
画
の
実

行
で
す
。
と
り
わ
け
各
種
同
好
会
の

活
動
が
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

役
員
だ
け
が
参
加
す
る
会
に
な

っ
て

し
ま

っ
て
は
、
４８
会
は
先
細
り
で
す
。

ず

つ
こ
け
た
ヨ
ン
パ
チ
会
は
、
役
員

だ
け
の
ヤ
ケ
ッ
パ
チ
会
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

役
員
以
外
の
会
員
の
積
極
的
参
加
を

切
に
希
望
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
の
会
員
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
な
施
策
を
練

っ
て
い
き
た

い
と
も
思

っ
て
い
ま
す
。

も

っ
と
も

っ
と
多
く
の
仲
間
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す

の
で
、
級
友
等
お
誘

い
の
う
え
、

各
種
行
事
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

せ

っ
か
く
縁
あ

っ
て
同
じ
中
央
大

学
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
、
同
じ
時

代
の
空
気
を
吸

っ
た
仲
間
な
の
で
す

か
ら
、
そ
の
縁
を
大
事
に
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　
一
度
こ
の

会
に
い
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
青
春
時
代
に
立
ち

戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
め
て
会

う
人
と
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
同

級
生
、
同
じ
団
鬼
の
世
代
の

一
員
と

し
て
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
生
き
て
き

た
の
で
す
か
ら
、
心
が
通
じ
合
わ
な

い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
気
持
ち
に
立

っ
て
、
会

長
と
し
て
、
縁
と
和
を
大
事
に
し
て

４８
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す

靱

私
が
会
長
に
?

躙 輻 辣 調 い

安藤会長

相続 ・贈与 ・税務申告

経営計画策定指導

税理士 安  藤

正確さと敏速さ !

・記帳代行

安藤税理士で安堵しましょう!

事務所 千葉県松戸市松戸 1063‐ 6‐201

丁EL 047-365‐4374 FAX 047-368‐ 9381

安藤税理士事務所テーマソング

正 敏
赤い夕日が 事務所を染めて

通帳残も 0が 続く

あ～あ あ～あ 税理士ン年生

ぼくら 仕事も資金も途絶えたら

自殺しようぜ 江戸川に

泣いた日もある 1長んだことも

思い出すだろ 開業の頃

あ～あ あ～あ 税理士ン年生

ぼくら お客も預金も貯ったら

幸せにするよ ○○チヤン |

設立総会

中央大学駿河台記念館520号会議室

１
　
設
立
準
備
会
代
表
経
過
報
告

２
　
議
長
の
選
任

３
　
議
事

①
白
門
４８
会
会
則
案
に
つ
い
て

②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

③
９９
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

④
９９
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

４
　
議
事
終
了

中央大学駿河台記念館285号会議室

54321

来
賓
あ
い
さ
つ

乾
杯

歓
談

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

校
歌

・
惜
別
の
歌
斉
唱

閉
会
の
言
葉

（関
連
記
事
４

・
５
ペ
ー
ジ
）



自門48会

中央大学

（第
１
号
議
案
）

略
（第
２
号
議
案
）

設
立
準
備
会
か
ら
の
役
員
候
補

推
薦
者
名
簿

〈^
　
長
　
安
藤
　
正
敏

（法
学
部
）

副
会
長
　
利
根
川
永
司

（法
学
部
）

佐
藤
　
菫
豆
（経
済
学
部
）

江
川
　
修
司

（商
学
部
）

福
岡
　
悟

（理
工
学
部
）

佐
藤
　
愛
子

（文
学
部
）

幹
事
長
　
横
田
　
利
久

（商
学
部
）

副
幹
事
長

新
井
田
研

一

（法
学
部
）

森
　
雅
明

（経
済
学
部
）

矢
島
　
昇

　

（文
学
部
）

会
計
監
査

杉
本
　
光
子

（商
学
部
）

飯
塚
　
恭
子

（文
学
部
）

幹
　
事
　
会
長
が
指
名

（別
掲
）

（第
３
号
議
案
）

会
員
相
互
の
交
流

・
親
睦
、
会
の

組
織
強
化
、
母
校
お
よ
び
他
支
部
と

の
交
流
を
図
る
た
め
、
次
の
活
動
を

行
う
。

１
　
親
睦
会

・
懇
親
会
等
の
開
催
と

各
種
同
好
会
活
動
の
実
施

２
　
会
員
名
簿
お
よ
び
会
報
の
発
行

３
　
新
規
会
員
の
勧
誘

４
　
母
校
多
摩
校
舎

へ
の
記
念
植
樹

５
　
中
央
大
学
学
員
会
他
支
部
と
の

交
流

（関
連
記
事
１０
ベ
ー
ジ
）

(第4号 議案)

収入の部 (単位 千円)

事
務
局
長

（幹
事
長
）
横
田
利
久

事
務
局
次
長

（副
幹
事
長
）

新
井
田
研

一　

森
雅
明
　
矢
島
昇

総
務
部
会

部
会
長
　
新
井
田
研

一

石
坂
隆
　
川
名
ま
ゆ
み

会
計
部
会

部
会
長
　
森
雅
明

藤
野
美
知
子
　
小
松
田
貞
利

事
業
部
会

部
会
長
　
矢
島
昇

広
報
委
員
会
　
榎
本
真

一

滝
田
健
司
　
新
井
真
弓

平
野
昭

一

親
睦

・
同
好
会
活
動
委
員
会

小
林
裕
　
弘
中
真
知
子

矢
澤
米
夫
　
宮
崎
守

吉
田
泰
介
　
水
野
勝
敏

江
村
悦
子
　
鈴
木
治
男

吉
澤
史
子

（関
連
記
事
１１
ベ
ー
ジ
）

選出 ・承認された役員たち

（法
学
部
）
石
坂
隆
　
植
野
妙
実
子

金
子
健
治
　
小
松
田
貞
利

菅
原
進
　
成
田
清
治
　
野
澤
紀
雅

宮
本
博
志

（経
済
学
部
）
江
村
悦
子

国
領
義
男
　
坂
本
賢

一

佐
山
洋

一　
滝
田
健
司
　
中
秀
夫

新
倉
利
明
　
野
上
徹
　
平
野
昭

一

藤
原
忠
司
　
八
本

一
仁

矢
澤
米
夫

（商
学
部
）
井
沢
和
夫
　
円石
下
敏
英

川
嶋
直
人
　
紺
野
哲
雄

鈴
木
治
男
　
一昌
田
救
　
水
野
勝
敏

（理
工
学
部
）
三
森
孝
悦

村
上

一
永

（文
学
部
）
新
井
真
弓
　
榎
本
真

一

川
名
ま
ゆ
み
　
黒
羽

一
記

小
林
裕
　
坂
井
寛
子

弘
中
真
知
子
　
藤
野
美
知
子

前
川
正
　
宮
崎
守
　
吉
澤
史
子

吉
田
泰
介

費 目 予算額 摘   要

会費J又人 入会金 年会費(1万円×100

人、4千円×150人)

懇親会収入 総会の懇親会参加費

雑収入 学員会からの補助金残金

合  計 2,259

支出の部

費  目 予算額 摘   要

通信賓 会員への郵便等連絡費

手業賓 会報の発行費 2回 分、他事業

活動費補助

事務費 事務用品 会合の際の賃借、

交通費等

懇親会費 総会の懇親会開催費(収入対

応)

交際接待費 祝金、学員時報賛助広告費

雑 費

予備費 翌年以降に繰 り越すべき会

費一括納入分を含む

合 計 2,259

S D E C
SPACE DEVELOPMENT CONSULTING

申 ェスディック

代表 取締 役
 を 生    屁藤

建設大臣認定 不動産 コンサルテ ィング技能登録 (2)第1529号

〒 1510051東 京 都渋谷 区千駄 ヶ谷 5丁 目 16番 14号 ワコー代 々木 ビル 5F

容   (03)3351-6351(代 表)

FAX (03)3351-6362

◆
卿

菫
豆

機 械 工 具 ・伝 動 要 品

ステン ・アルミ ・鋼材料

〒170-0011 東京都豊島区池袋本町4-44-14

TEL(03)3981-9871(代 表)

FAX(03)3981-9874

岩

専

下 英

岩 下 商



にぎわう受付ロビー

盛大に華やかに

自門48会設立総会・

記念パーティー開催
１
９
９
９
年
６
月
５
日
吐
４
時
か

ら
、
中
央
大
学
駿
河
台
校
舎
の
跡
地

に
た

つ
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

で
、
白
門
４８
会
設
立
総
会

・
記
念
パ

ー
テ
イ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
準
備
委
員
が
準
備
万
端
に
待

ち
受
け
る
中
、
北
は
岩
手
県
、
南
西

は
大
阪
府
、
福
井
県
か
ら
も
仲
間
が

参
加
、
同
期
で
結
婚
し
夫
妻
で
参
加

と
い
う
組
も
何
組
か
あ
り
、
総
勢
９５

人
の
に
ぎ
や
か
な
集
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。
卒
業
以
来
２６
年
ぶ
り
の
仲
間

や
、
昨
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

以
来
の
仲
間
が
あ
ち
こ
ち
で
挨
拶
を

か
わ
し
あ
う
風
景
で
フ
ロ
ア
ー
が
埋

ま
り
ま
し
た
。

設
立
総
会
は
、
滝
田
健
司
準
備
委

員

（経
済
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
横

田
利
久
結
成
準
備
会
代
表

（商
）
か

ら
、
昨
年
６
月
に
設
立
準
備
会
を
結

成
し
て
以
来
の
経
過
報
告
が
あ

っ
た

の
ち
、
議
長
に
矢
島
昇
準
備
委
員

（文
）
、
議
事
録
署
名
人
に
矢
澤
米
夫

準
備
委
員

（経
済
）
、
榎
本
真

一
準

備
委
員

（文
）
を
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
①
会
則
、
②
役
員
に

つ
い
て
、
横
田
代
表
か
ら
詳
細
な
説

明
並
び
に
提
案
が
あ
り
、
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
た
あ
と
役
員
全
員
の
紹

介
を
行
い
、
初
代
会
長
に
選
出
さ
れ

た
安
藤
正
敏
準
備
委
員

（法
）
か
ら

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
③
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
横

田
代
表
か
ら
、
特
に
当
会
の
活
動
の

特
徴
と
し
て
、
同
好
会
活
動
を
行
う

こ
と
、
多
摩
校
舎
に
記
念
植
樹
を
行

う
こ
と
、
二
ヶ
月
に

一
度
の
定
例
懇

親
会
を
行
う
こ
と
を
柱
と
し
た
説
明

並
び
に
提
案
が
、
④
予
算
に
つ
い
て

は
、
会
計
担
当
の
森
準
備
委
員

（経

済
）
か
ら
、
そ
う
し
た
事
業
に
対
応

し
た
予
算
の
提
案
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
満
場

一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
熱
気

の
中
に
も

粛
々
と
し
て
議
事
は
進
み
総
会
は
と

ど
こ
お
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

設立総会での議事説明

経過報告をす
.を
積瘍

初代会長に選出きれあti
予算案の説明をする森会計担当



設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
会
場

に
当
時
の
懐
か
し
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ

る
中
、
司
会
、
福
岡
悟
準
備
委
員

（理
工
）
、
サ
ブ
司
会
、
佐
藤
愛
子
準

備
委
員

（文
）
、
吉
田
泰
介
準
備
委

員

（文
）
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
安
藤
正
敏
白
門
４８
会
初
代
会
長

の
挨
拶
の
後
、
同
窓
会
を
代
表
し
て

大
西
保
中
央
大
学
学
員
会
会
長
、
大

学
を
代
表
し
て
三
宅
邦
彦
中
央
大
学

常
任
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
同
期
会
支
部
を
代
表

し
て
増
田
晃
次
郎
白
門
４６
会
支
部
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
歓
談
に
は
い
り
ま

し
た
。
祝
電
披
露
、
遠
方
参
加
者
約

２０
人
が

一
人

一
人
壇
上
で
挨
拶
し
た

後
、
い
よ
い
よ
新
井
田
研

一
準
備
委

員

（法
）
の
提
案

・
運
営
に
よ
る
メ

ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の

「自
己
紹
介
ビ
ン

ゴ
」
。
九

つ
の
升
目
の
真
ん
中
に
予

め
自
分
の
名
前
を
記
入
し
、
他
の
八

つ
の
升
目
は
自
己
紹
介

・
名
刺
交
換

等
し
て
相
手
に
記
入
し
て
も
ら
い
升

目
を
埋
め
、
そ
の
後
、
参
加
者
の
名

札
の
装
を
引
く
形
で
ビ
ン
ゴ
を
行

い
、
タ
テ
、
ヨ
コ
、
ナ
ナ
メ
の
い
ず

れ
か
が
揃

っ
た
ら
ビ
ン
ゴ
成
立
と
い

う
、
ゲ
ー
ム
性
と
交
流
促
進
と
が
マ

ッ
チ
し
た
優
れ
モ
ノ
の
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。　
一
位
は
東
京
湾
ナ
イ
ト
ク
ル

ー
ズ
ペ
ア
招
待
、
二
位
は
東
京
ヒ
ル

ト
ン
ホ
テ
ル
デ
イ
ナ
ー
ペ
ア
招
待
、

三
位
は
宝
く
じ
３０
枚
、
四
位
は
翌
日

の
天
皇
賞
馬
券
、
五
位
以
下
も
鈴
木

治
男
準
備
委
員

（商
）
か
ら
大
量
提

供
さ
れ
た
ベ
ル
ト

・
バ
ッ
グ
等
の
海

外
ブ
ラ
ン
ド
革
製
品
と
い
う
、
空
く

じ
な
し
の
豪
華
な
賞
品
が
続
き
、
パ

ー
テ
ィ
ー
は

一
挙
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た

（と
こ
ろ
で
、　
一
位
の
方
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
ど
な
た
だ

っ
た
か
記
録
が
残

っ
て
い
ま
せ
ん
）
。

歓談ごξ=膿ごしらえから

写

一

．

乗

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
当
会
の

特
色
で
あ
る
同
好
会
の
募
集
活
動
が

壇
上
で
行
わ
れ
、
「
国
際
交
流
」
「ゴ

ル
フ
」
「
行
政
」
「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
」

「写
真
」
フ
一
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
等
の

同
好
会
が
、
次
々
に
誕
生
し
て
い
き

ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
も
お
開
き
が
近
づ
き
、

こ
れ
を
や
ら
ず
ば
中
大
の
集

い
に
あ

ら
ず
と
い
う
校
歌

・
惜
別
の
歌
を
全

員
で
斉
唱
し
、
利
根
川
永
司
副
会
長

（法
）
か
ら
閉
会

の
挨
拶
を
行

い
、

参
加
者
全
員
に
、
記
念
品

（卓
上
校

旗
、
校
歌
Ｃ
Ｄ
、
駿
河
台
記
念
テ
レ

カ
の
自
由
選
択
制
）
が
贈
ら
れ
、
楽

し
か

っ
た
２
時
間
半
は
瞬
く
間
に
す

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

つをする

凩

二
次
会
は
、
駿
河
台
下
の

「
藩
」

で
。
自
由
参
加
制
に
も
か
か
わ
ら
ず

半
数
の
方
が
参
加
し
、
ま
た
ま
た
盛

り
上
が
り
、
会
の
実
質
的
運
営
を
支

え
る
幹
事

の
立
候
補
者
も
相
次
ぎ
、

午
後
１０
時
、
再
会
を
約
し
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

なつかしぃ旧友との懇談

壇上から参加を呼びかける高
'享
基あ」きず習

パ~テ
イーの司会はこの 3人

増田46会会長の音頭で乾杯

∇璽警軍そ
・
墨ち上がった自己紹介ビンゴ

σ
一■

響
ｒ

膠

●

・一一一一一藤

一一一一一一一一

一一一一一一爾
』＃

務

肩を組んで惜別の歌を合唱



自門48会 の結成を祝い

中央大学常任理事

三 宅 邦 彦

本
日
、
自
門
４８
会
の
設
立
総
会
が

会
員
多
数
の
ご
参
加
の
も
と
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
も

っ
て
、
本
日
の
設
立
総
会

開
催
に
至
る
ま
で
に
ご
尽
力
さ
れ
た

白
門
４８
会
結
成
準
備
会
の
委
員
の
方

方
に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

準
備
委
員
の
方
々
の
純
粋
な
母
校

愛
に
基
づ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の

発
揮
に
よ

っ
て
本
日
を
迎
え
ら
れ
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
意
味

に
お
き
ま
し
て
も
改
め
て
敬
意
を
表

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

大
切
な
こ
と

は
、
継
続
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
本
日
ご
参
加
の
皆
様
方

が
力
を
合
わ
せ
て
年
ご
と
に
内
容
の

充
実
し
た
同
期
会
と
な
る
よ
う
運
営

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ

ん
。働

き
盛
り
の
皆
様
方
ご
自
身
の
社

会
に
お
け
る
ご
活
躍
そ
の
も
の
が
母

校
の
名
声
の
高
揚
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
が
同
期

会
を
舞
台
に
交
流
の
輪
を
広
げ
ら
れ

る
こ
と
は
、
母
校
の
発
展
に
と
り
ま

し
て
も
大
変
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

中
央
大
学
も
、
こ
の
ほ
ど
、
新
宿

市
ヶ
谷
の
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
移

転
跡
地
を
買
収
し
、
大
学
院
教
育
の

都
心
展
開
の
橋
頭
堡
を
確
保
い
た
し

ま
し
た
。

母
校

の
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、

種
々
ご
心
配
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
十
分
承
知
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
大
学
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
折
角
皆
様
方
が
築
か
れ
た
栄
光

げ
ま
す
。

本   社
東京営業所
〒1040041

号
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み
ち
の
く
か
ら

思
い
を
こ
め
て

幸和

莉

島

鵜
田
鉄

姉
「

私
の
住
む
北
上
市
か
ら
駿
河
台
の

学
員
会
館
ま
で
５
０
０
ｋｍ
の
距
離
が

あ
り
ま
す
。
幸

い
新
幹
線
が
止
ま
る

街
で
す
の
で
、
夜
８
時
ま
で
で
あ
れ

ば
東
京
滞
在
が
可
能
で
す
が
、
泊
ま

る
と
交
通

・
宿
泊
費
で
４
万
円
ほ
ど

費
や
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
参
加
す
る

の
は
、
「
白
門
」
わ
が
中
央
大
学
が

人
生
の
半
ば
を
過
ぎ
た
私
に
と

っ
て

大
き
な
心
の
支
え
だ
か
ら
で
す
。

同
輩
諸
君
の
活
躍
を
拝
聴
し
に
、

可
能
な
か
ぎ
り
参
加
す
る
つ
も
り
で

す
。
ま
た
、
母
校
の
大

い
な
る
発
展

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

長野市

中

楽
し
い
会
に
お
招
き

い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、

近
い
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

あ
ら
た
め
て

『白
門
４８
会
結
成
準

備
号
』
を
読
み
返
さ
せ
て
い
た
だ
く

う
ち
に
、
特
に

「
私
た
ち
の
学
生
時

代
」
の
と
こ
ろ
は
、
ち
ま
つ
ど
あ
の

頃
の
こ
と
が
手
短
か
に
ま
と
ま

っ
て

書
か
れ
て
い
た
の
で
中
学
３
年
の
息

子
に
読
み
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
社
会

科
の
授
業
で
勉
強
し
た
部
分
も
あ

っ

た
よ
う
で

「
へ
え
、
お
父
さ
ん
の
大

学
の
頃
は
１
ド
ル
３
６
０
円
も
し
て

い
た
の
か
」
な
ど
妙
な
感
心
の
仕
方

を
し
て
い
ま
し
た
。
紛
争
の
影
響
で

入
学
式
が
延
期
さ
れ
た
り
、
授
業
が

９
月
ま
で
な
か

っ
た
話
を
す
る
と
、

こ
こ
で
ま
た
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

当

日
は
、
「
国
際
交
流
」

「
ゴ

ル

フ
」
「
マ
ー
ジ

ャ
ン
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
同
好
会
が
発
足
し
て
、
将
来
ど

の
よ
う
な
楽
し
い
会
に
な
る
か
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。
福
岡
副
会
長
が
言

う
よ
う
な

「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
研

究
会
」
な
ど
も
大
変
お
も
し
ろ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
２５
年
が
た

っ
て
、
皆
５０
歳

に
手
が
届
く
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た

会
を
通
じ
て
何
か
と
心
置
き
な
く
語

り
合
え
た
り
、
互
い
に
楽
し
ん
だ
り

で
き
る
“
交
流
の
場
”
を
提
供
し
て

い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
的
に

充
実
し
て
い
く
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま

す
。会

の
発
足
に
労
を
お
取
り
い
た
だ

い
た
幹
事
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
の

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

唯

一
の
顔
見
知
り

横浜市

菊

「
一
人
ぐ
ら
い
顔
見
知
り
が
来
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
期
待
し
て
参
加

し
て
み
た
も
の
の
、
周
囲
の
顔
ぶ
れ

や
資
料
で
配
布
さ
れ
た
名
簿
を
見
て

も
思
い
出
す
名
前
は
な
か

っ
た
。

議
事
が
終
了
し
、
少
々
が

っ
か
り

し
た
気
分
で
懇
親
会
の
会
場
に
移
動

し
た
。

地
域
支
部
の
役
員
を
や

っ
て
い
る

た
め
宴
会
の
と
き
は
常
に
裏
方
に
回

り
、
出
席
人
数
と
進
行
具
合
の
心
配

ば
か
り
で
料
理
等
を
ろ
く
に
口
に
し

た
た
め
し
が
な

い
。
「き

ょ
う
は
会

費
分
だ
け
で
も
飲
み
食

い
に
徹
し
よ

う
」
と
決
め
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

あ
い
さ
つ
を
終
え
ら
れ
た
来
賓
の
大

西
学
員
会
会
長
が
手
持
ち
無
沙
汰
の

様
子
で
近
く
に
お
ら
れ
た
の
で
、

つ

い
接
待
癖
が
出
て
し
ま

っ
た
。

そ
こ
へ
先
ほ
ど
選
出
さ
れ
た
安
藤

会
長
が

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
…
…
？
」

と
声
を
か
け
て
き
た
。
何
と
彼
は
同

級
生
だ

っ
た
の
だ
。
３０
年
前
の
面
影

が
残

っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
失
礼
を
詫

び
た
が
ま
さ
か
会
長
が
唯

一
の
顔
見

知
り
だ

っ
た
と
は
。

所
用
が
あ
り
、
二
次
会
に
は
出
席

で
き
な
か

っ
た
が
、
次
回
は
ぜ
ひ
横

浜
の
友
人
を
誘
う

つ
も
り
だ
。

プ
レ
八
ブ
校
舎
か
ら
の
回
想

お
か
げ
様
で
懐
か
し
く
、

再
会
が
で
き
ま
し
た
。

二
人
の
息
子
が
中
大
に
入
り
、
多

摩
キ
ヤ
ン
パ
ス
を
何
度
か
訪
れ
た
際

に
、
昔
通

っ
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
急

に
思
い
出
さ
れ

「皆
に
ま
た
会
え
な

い
か
な
」
と
思

っ
て
い
た
と
き
に
、

今
回
の
会
を
知
り
ま
し
た
。
「
ど
う

せ
法
学
部
の
連
中
ば
か
り
だ
ろ
う
が

そ
れ
で
も

い
い
」
と
思
い
や
っ
て
き

た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
い
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
、
仲
間
が
。
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

田 和 行
(法学部卒)

沢 敏 幸
(法学部卒)

楽
町田市

し
υヽ

木 勇 夫
(文学部卒)

勝

八王子市めじろ台2-45‐7

TEL 0426-64‐ 5411

三 郎

(株)岸 勝

山形県寒河江市田代453の 1

丁EL/FAX0237(86)3265

滝 田健 太 郎

さくらんぼ園

住所 :〒214‐0014り‖崎市 多摩 区登戸 3095

電話 044-933-2043・FAX 044‐933-1950
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新しい出会いを求めて

まず輪の中ヘ

紹
介
文
を
掲
載
し
ま
す
。

白
門
４８
会
で
は
、
会
の
特
徴
の
ひ

と

つ
と
し
て
同
好
会
活
動
を
重
視

し
、
総
会
と
同
時
に
２２
の
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

当
会
報
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
基
に
、
８
月
１
日
現
在
の
各
会
会
員

名
と
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

１
　
旅
行

・
見
学
同
好
会

島
崎
修

（理
）
三
澤
壮
義

（商
）

佐
藤
愛
子

（文
）
土
井
彰

（経
）

利
根
川
永
司

（法
）

濱
中
伸
行

（法
）
押
久
保
透

（法
）
金
子
健

治

（法
）
成
田
清
治

（法
）
岩
下

敏
英

（商
）
若
狭
秀
己

（文
）
石

塚
泉

（商
）
坂
本
賢

一

（経
）
中

沢
敏
幸

（法
）

２
　

ハ
イ
キ
ン
グ

同
好
会

浅
野
公
子

（文
）
中
村
洋
子

（文
）

太
田
和
夫

（経
）
濱
中
伸
行

（法
）

小
林
政
志

（経
）
成
田
清
治

（法
）

岩
下
敏
英

（商
）
若
狭
秀
己

（文
）

石
塚
泉

（商
）
中
沢
敏
幸

（法
）

３
　
グ

ル
メ
同
好
会

佐
藤
愛
子

（文
）
浅
野
公
子

（文
）

矢
島
正
美

（文
）
濱
中
伸
行

（法
）

勝
木
勇
夫

（文
）
小
林
政
志

（経
）

緒
形
弘

一
（法
）
土
井
彰

（経
）

中
沢
敏
幸

（法
）
平
野
昭

一
（経
）

４

観
劇

（芝
居
・映
画
）
同
好
会

佐
藤
愛
子

（文
）
浅
野
公
子

（文
）

矢
島
正
美

（文
）
濱
中
伸
行

（法
）

勝
木
勇
夫

（文
）
田
崎
英
明

（経
）

中
沢
敏
幸

（法
）
平
野
昭

一

（経
）

松
尾
栄
蔵

（法
）

５
　
囲
碁

・
将
棋
同
好
会

任
田
慶
市
郎
（法
）
土
井
彰

（経
）

若
狭
秀
己

（文
）

６
　
麻
雀
同
好
会

成
田
清
治

（法
）
中
沢
敏
幸

（法
）

７
　
競
馬
同
好
会

小
日
明
人

（経
）
土
井
彰

（経
）

８
　
奇
術
同
好
会

新
倉
利
明

（経
）

９
　
釣
り
同
好
会

石
塚
泉

（商
）

‐０

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

中
村
洋
子

（文
）
成
田
清
治

（法
）

１１

テ

ニ
ス
同
好
会

佐
山
洋

一
（経
）
松
尾
栄
蔵

（法
）

‐２

ゴ

ル
フ
同
好
会

片
柳
正
樹

（法
）
三
澤
壮
義

（商
）

利
根
川
永
司

（法
）
会
澤
隆

安
藤
正
敏

（法
）
国
領
義
男

佐
山
洋

一
（経
）
成
田
清
治

若
狭
秀
己

（文
）
鈴
木
治
男

坂
本
賢

一
（経
）
松
尾
栄
蔵

吉
田
泰
介

（文
）
金
子
正

一

宮
崎
守

（文
）

‐３

ボ
ウ
リ
ン
グ

同
好
会

鈴
木
治
男

（商
）

‐４
　
写
真
同
好
会

中
沢
敏
幸

（法
）
吉
澤
史
子

小
松
田
貞
利

（法
）
森
雅
明

榎
本
真

一
（文
）
滝
田
健
司

‐５

絵
画
同
好
会

坂
本
賢

一

（経
）

‐６
　
国
際
交
流
同
好
会

島
崎
修

（理
）
利
根
川
永
司

（法
）

佐
藤
愛
子

（文
）
浅
野
公
子

（文
）

矢
島
正
美

（文
）
中
沢
敏
幸

（法
）

滝
田
健
司

（経
）
藤
野
仁
志

（文
）

小
林
裕

（文
）

‐７
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

太
田
和
夫

（経
）
中
沢
敏
幸

（法
）

‐８

ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
同
好
会

島
崎
修

（理
）
佐
藤
愛
子

（文
）

三
澤
壮
義

（商
）
安
藤
正
敏

（法
）

若
狭
秀
己

（文
）
石
塚
泉

（商
）

中
沢
敏
幸

（法
）
松
尾
栄
蔵

（法
）

福
岡
悟

（理
）

‐９

箱
根
駅
伝
応
援
同
好
会

佐
藤
愛
子

（文
）
大
田
和
夫

小
日
明
人

（経
）
国
領
義
男

佐
山
洋

一
（経
）
成
田
清
治

新
倉
利
明

（経
）

２０

そ
の
他
学
生

ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会

大
田
和
夫

（経
）
勝
木
勇
夫

小
日
明
人

（経
）
国
領
義
男

佐
山
洋

一
（経
）
金
子
健
治

新
倉
利
明

（経
）

２‐
　

ス
ポ

‐
ッ
観
戦
同
好
会

小
日
明
人

（経
）
田
崎
英
明

（経
）

押
久
保
透

（法
）

２２

地
方
行
政
研
究
同
好
会

利
根
川
永
司

（法
）

文 法 商 法 経 法E経 受
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法 経 経

夢
は
世
界
を
駆
け
め
ぐ
る

激
動
す
る
国
際
社
会
の
な
か
で
、

日
本
人

一
人
が
傍
観
者
で
い
ら
れ
る

時
代
は
去

っ
た
。
好
む
と
好
ま
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
日
本
人
も
国
際
社
会

の

一
員
と
し
て
、
世
界
各
地
で
活
躍

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
が
到
来

小 林 裕

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
界
に
発
信
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
　
　
　
さ
て
、
活
動
の
内
容
だ
が
、
国
際

し
た
い
と
志
す
同
志
諸
君
に
参
加
を
　
　
一父
流
団
体
等
の
関
係
者
や
駐
日
大
使

呼
び
か
け
る
次
第
で
あ
る
。
積
極
的
　
　
等
の
講
演
会
を
開
催
し
、
交
流
を
深

に
異
文
化
に
触
れ
、
英
語
な
ど
単
な
　
　
め
た
い
。
ま
た
、
来
日
中
の
外
国
人

る
手
段
と
し
て
日
本
人
の
主
張
を
世
　
　
や
、
留
学
生
等
と
も
野
外
キ
ャ
ン
プ

等
で
親
睦
を
図
り
た
い
。
将
来
的
に

は
、
年
に
何
回
か
長
期
の
海
外
視
察

旅
行
も
企
画
し
た
い
。
参
加
希
望
者

は
、
小
林
ま
で
。

●
連
絡
先
　
小
林
裕

（Ｆ
Ａ
Ｘ
）

０

３

１

３

６

３

６

１

１

５

８

１



た
だ
い
ま
準
備
中

利根川永司

自
球
に
魅
せ
ら
れ
て

ゴ
ル
フ
は
も
は
や

一
部
の
限
ら
れ

た
人
た
ち
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な

い
。
若

い
世
代
の
人
や
女
性
で
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
し
、
も
ち
ろ
ん
高
齢
者
の

人
た
ち
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
は

一
度
始
め
た

ら

一
生
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
底
が
深

く
、
加
え
て
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
ど
う
せ
始
め
る
な
ら
で

き
る
だ
け
早
い
機
会
に
始
め
た
い
ス

ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
友
達
の
勧
め
で
４０
歳

の
と

き
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
初
め

て
連
れ
て
い
か
れ
た
コ
ー
ス
が
川
奈

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
し
た
。
海
岸
沿

い

に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
美
し
い
ゴ
ル

フ
場
の
印
象
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
今
で

も
年
に
２
～
３
回
は
川
奈
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
に
出
か
け
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
後
も
私
の
ゴ
ル
フ
熱
は
冷
め

る
ど
こ′
ろ
か
ま
す
ま
す
燃
え
盛
り
、

平
成
元
年
５
月
に
は
埼
玉
の
名
門
リ

バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。
親
し
く

声
を
か
け
ら
れ
る
方
も
で
き
、
こ
れ

が
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
な
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
早
く
ゴ
ル

フ
に
出
会

っ
て
い
れ
ば
、
も

っ
と
上

手
に
な
れ
た
の
か
な
と
少
し
悔
や
む

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
技
術

よ
り
も
道
具
に
凝
り
は
じ
め
、
ゴ
ル

フ
シ
ョ
ッ
プ
の
思
う
壺
に
は
ま

っ
て

い
ま
す
。

話
は
そ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

ゴ
ル
フ
の
大
き
な
特
徴
は
、
競
技
の

記
録
が
あ
く
ま
で
も
自
己
申
告
に
よ

る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い
た

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
生

活
と
共
通
し
た

一
面
を
も

っ
て
い
ま

す
。同

伴
者
が
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
を
見
事

に
フ
ェ
ア
ウ
エ
イ
を
キ
ー
プ
さ
せ
た

と
き
、
心
か
ら

「
グ

ッ
シ
ョ
ッ
ト
」

と
声
を
か
け
る
。
青
空
を
飛
ん
で
い

く
白
球
を
見
な
が
ら
、
本
人
も
み
ん

な
も
笑
顔
に
な
る
。
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト

を
打
ち
終
え
た
ら
２
打
地
点
に
移
動

す
る
。
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ツ
ト
で
も
同

じ
よ
う
な
シ
ー
ン
が
展
開
す
る
。
か

け
声
や
励
ま
し
を
言
わ
れ
て
嬉
し
く

な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

最
近
よ
う
や
く
プ
レ
ー
を
し
な
が

ら
周
り
の
木
々
の
移
り
変
わ
り
が
目

に
入
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
余
裕
が

出
て
き
た
の
か
な
と
思

っ
た
り
し
ま

す
。
年
齢
か
ら
し
て
楽
し
む
ゴ
ル
フ

を
す
る
歳
に
な

っ
て
き
た
の
で
、
も

っ
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う
と
心
が
け

て
い
ま
す
。

当
ゴ
ル
フ
同
好
会
で
は
、
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
吉
田
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
士
口
田
　
泰
介

自
宅
０
４
８
５
１
２
５
１
６
７
６
２

吉 田 泰 介

皆
さ
ん
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
街
中

を
、
野
山
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

フ
ア
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
て
み
ま
し

ょ
う
。
す
る
と
日
常
見
慣
れ
た
光
景

が
新
鮮
な
異
次
元
の
世
界
に
見
え
て

き
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
ご
自
身
の

感
性
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
で
き
た
作
品
に
は
新
た
な

発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

日
常
性
と
非
日
常
性
の
間
を
彿
往

う
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

撮
影
会
の
後
の
第
２
ラ
ウ
ン
ド
は

旨

い
酒
と
肴
、
あ
る
い
は
温
泉
。
日

常
と
違
う
時
と
空
間
に
浸
る
こ
と
で

明
日

へ
の
英
気
を
養
お
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

良

い
作
品
は
当
会
報
に
掲
載
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
連
絡
先
　
森
雅
明

自

宅

０

４

８

１

８

８

２
１

６

２

５

４

属
す
る
自
治
体
の
特
色
あ
る
施
策
な

ど
の
情
報
を
交
換
し
合
う
、
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
準

備
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
利
根
川
永
司

（埼
玉
県
鴻
巣
市
）

自
宅
０
４
８
５
１

４
１
１
２
４
６
０

勤

務

０

４

８

５

１

４

１

１

１

３

２

１

●
溝
口
猛

（東
京
都
世
田
谷
区
）

自
宅
０
４
２
１
３
６
１
１
７
１
９
６

勤
務
０
３
１
５
４
３
２
１
２
２
７
１

地
方
分
権
推
進
法
が
国
会
に
提
出

さ
れ
、
地
方
自
治

・
新
時
代

へ
の
期

待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
住
民
は
い

っ
た
い
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
？

そ
れ
ら
を
達
成
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？
　
そ
れ
ら
の
悩
み

や
解
決
方
法
、
さ
ら
に
新
時
代

へ
の

夢
を
話
し
合
う
と
と
も
に
、
情
報
を

交
換
し
合
い
、
お
互
に
励
ま
し
助
け

合
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
月
５
日
に
行
わ
れ
た
４８
会
設
立

総
会
に
お
い
て
、
７
～
８
名
の
方
か

ら
地
方
行
政
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
た

い
と
い
う
ご
意
見
と
賛
同
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
員
名
簿
だ
け
で
も
全

国
各
地

に
関
係
者
が
３０
名
近
く
お

り
、
中
央
大
学
で
青
春
を
と
も
に
し

た
同
士
励
ま
し
、
助
け
合

い
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
大
切
に
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
地
方
行
政
職
員

お
よ
び
地
方
行
政
に
関
心
の
あ
る
方

の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

特
に
入
会
に
際
し
て
の
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。

組
織
お
よ
び
今
後

の
活
動
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
東
京
近
郊
の
地
方

行
政
関
係
者
に
よ
り
話
し
合

い
を
も

ち
、
後
日
入
会
の
ご
案
内
等
と
と
も

に
関
係
者
あ
て
に
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

活
動
内
容

の
具
体
例
と
し
て
は
、

①
全
国
各
地
を
持
ち
回
り
で
年
１
回

一
泊
研
修
旅
行
を
行
う
。
②
自
分
の



自門48会今後の活動予定
とにかく気楽に参加しよう!

総
会
で
承
認
さ
れ
た
白
門
４８
会
の

活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

一　
親
睦
会

・
懇
親
会
等

の
開
催
と

各
種
同
好
会
活
動

の
実
施

次
の
二
点
は
会
の
大
き
な
特
色
で

す
。

①
懇
親
会
の
定
例
化

と
に
か
く
気
楽
に
会
員
が
集
ま
れ

る
条
件
を
つ
く
る
た
め
に
懇
親
会
を

定
例
化
し
、
次

の
通
り
隔
月
１２
日

（土
日
祝
日
と
な
っ
た
場
合
は
翌
日
）

の
１９
時
５０
分
か
ら
、
駿
河
台
下
の

「藩
」
で
開
催
し
ま
す

（総
会
資
料

や
暑
中
見
舞
い
の
ご
挨
拶
で
は
、
懇

親
会
場
を

「
駿
河
台
記
念
館

一
階
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
閉
館
時
刻
と

の
関
係
か
ら
変
更
し
ま
し
た
）
。

当
日
は
、
白
門
４８
会
の
幹
事
会
を

駿
河
台
記
念
館
の
学
員
会
会
議
室
で

行
い
、
そ
の
流
れ
で
懇
親
会
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
懇
親
会
の
定
例
化
定

着
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
幹
事

会
そ
れ
自
体
が
全
く
オ
ー
プ
ン
な
も

の
で
す
か
ら
、
お
時
間
の
あ
る
方
は

是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

開
催
日
は
次
の
通
り
で
す
。

９
月
１３
日
田
、
‐１
月
１３
日
田

（多

摩
校
舎
で
植
樹
祭
）
、
１
月
１２
日
体
、

３
月
１３
日
ｍ
、
５
月
１２
日
固
。

②
各
種
同
好
会
活
動

の
実
施

と
も
す
れ
ば
同
期
会
は
、
年
に

一

～
三
度
の
懇
親
会
や
旅
行
会
が
中
心

の
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
当
会
は

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、　
一
歩
踏
み
込

ん
で
、
会
員
に
よ
る
同
好
会
活
動
を

組
織
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
自
門
４８
会
の
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル

に
該
当
し
、
独
自
に
同
好
会
活
動
そ

れ
自
体
を
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
結
果
的
に
白

門
４８
会
の
足
腰
を
強
化
し
裾
野
を
広

げ
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

同
好
会
の
種
類
お
よ
び
参
加
者
等
は

別
掲

（
８
ペ
ー
ジ
）
の
通
り
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
直
接
責
任
者
に
ご

連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

同
好
会
に
は
、
白
門
４８
会
の
会
計
か

ら
、
連
絡
費
等
の
名
目
で
若
干
の
補

助
を
行

い
ま
す
。

一
一　
会
員
名
簿
お
よ
び

会
報
の
発
行

会
員
名
簿
は
年
１
回
、
会
報
は
年

２
回
発
行
し
ま
す
。
特
に
会
員
名
簿

は
、
住
所

・
勤
務
先
等
の
適
切
な
管

理
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
変
更

が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
是
非
、
幹
事

長
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話

（１２
ペ

ー
ジ
参
照
）
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〓
一　

新

規

会

員

の

勧

誘

現
在
会
員
数
は
、
３
３
０
名
で
す

が
、
交
流
の
輪
を
広
げ
会
を
常
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
も
、
恒
常

的

に
新
規
会
員

の
獲
得
が
必
須

で

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い

で
未
加
入
の
方
が
お
ら
れ
た
り
、
紹
介

可
能
な
ク
ラ
ス
・サ
ー
ク
ル
・ゼ
ミ
等

の
名
簿
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
ご
連
絡

ご
提
供
く
だ
さ

い
ぶ
バ
長
名

の
入
会

案
内
書
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
ま
す
。

四

　

母

校

多

摩

校

舎

へ
の
記
念
植
樹

滝
田
健
司
幹
事
の
尽
力
に
よ
り
、

次
の
通
り
母
校
中
央
大
学
多
摩
校
舎

に
お
い
て
、
白
門
４８
会
結
成
記
念
植

樹
お
よ
び
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１１
月
１３
日
は
午
後
２
時

中
央
大
学
　
多
摩
校
舎

１
４
０
４
号
会
議
室
集
合

記
念
植
樹
式
　
午
後
２
時
１５
分

多
摩
校
舎
内
植
樹
会
場

懇
親
会
　
午
後
３
時

中
央
大
学
　
多
摩
校
舎

１
４
０
４
号
会
議
室

懇
親
会
会
費
は
３
０
０
０
円
で
す
。

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
幹
事
長

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

五
　
中
央
大
学
学
員
会

他
支
部
と
の
交
流

中
央
大
学
学
員
会
に
は
、
他
の
同

期
会
支
部
と
の
連
絡
協
議
会
や
、
支

部
持
ち
回
り
で

「留
学
生
を
励
ま
す

集
い
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

〒194-0004 東京都町田市鶴間555番地

TEL/FAX042(795)1662
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総
務
部
が
め
ざ
す
も
の

部
会
長

新
井
田
研

一

４８
会
の
こ
れ
か
ら
の
活
発
な
諸
活

動
を
陰
で
支
え
る
の
が
私
た
ち
総
務

部
の
仕
事
で
す
。

そ
れ
ら
の
雑
用
的
な
仕
事

の
ほ
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
的
な
仕
事
も
し
て
み

た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、

そ
ち
ら
の
仕
事
の
ほ
う
が
私
た
ち
総

務
部
と
し
て
は
や
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
仕
事
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ロ
標
と
は
、
新

規
会
員
の
開
拓
お
よ
び
地
方
の
会
員

さ
ん
が
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
よ

か

っ
た
と
思

っ
て
く
れ
る
よ
う
な
、

組
織
化
の
お
手
伝

い
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
施
策
を
考
え
、
実
行
す
る
こ

と
で
す
。

な
に
か
名
案
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら

お
教
え
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

い
つ
も
心
の
片
隅
に

明

皆
さ
ん
は
何
を
期
待
し
て

「白
門

４８
会
」
に
入
会
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
年
１
回
の
総
会
に
出
席
す
る
だ

け
で
満
足
で
し
ょ
う
か
。
母
校
の
応

援
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
な
が
る
情
報
収
集
、
趣
味
の

集
い
等
、
皆
さ
ん
が
４８
会
に
望
む
こ

と
が
き

っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

６
月
５
日
の
総
会

・
懇
親
会
で
幾

つ
か
の
親
睦
会

・
同
好
会
が
産
声
を

あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
で
も
そ
れ

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

の
会
に
参
加
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方

法
で
し
ょ
う
。

幹
事
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
検
討
を
重
ね
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
発
起
人

と
な

っ
て
親
睦
会

・
同
好
会
を
組
織

す
る
こ
と
も
大
歓
迎
で
す
。

会
計
部
会
と
し
て
は
、
白
門
４８
会

が
ア
ク
テ
イ
ブ
に
活
動
で
き
る
よ
う

会
と
し
て
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
親
睦
会

・
同
好
会

へ
の
資
金
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
会
費

を
会
員

へ
の
通
信

・
連
絡
費
だ
け
に

費
や
し
て
い
て
は
白
門
４８
会
の
活
性

化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
実
り
あ

る
自
門
４８
会
を
実
現
す
る
た
め
の
予

算
配
分

・
会
活
動
を
め
ざ
し
て
い
く

所
存
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
経
済
的
基
盤
の

確
立
が
急
務
で
す
。
会
員
の
増
強
と

と
も
に
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
も

皆
さ
ん
に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
門
４８
会
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
が

育
て
て
い
く
会
で
す
。
楽
し
く
、
実

り
の
あ
る
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も

皆
さ
ん
の
心
の
片
隅
に
存
在
す
る
よ

う
な
会
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

親
睦
と
交
流
図
る
５
つ
の
活
動

昇

卒
業
後
四
半
世
紀
を
経
て
、
母
校

中
央
大
学
学
員
会
白
門
４８
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

本
会
を
支
え
る
３
部
会
の
ひ
と

つ

で
あ
り
ま
す
事
業
部
会
の
長
と
し
ま

し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
方
に
今
後
の

活
動
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
部
会
の
活
動
の
基
本
理
念
は

会
員
相
互
の
交
流

・
親
睦
、
会
の
組

織
強
化
、
母
校
中
央
大
学
お
よ
び
他

の
支
部
と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考

え
の
も
と
に
、
具
体
的
な
活
動
は
次

の
５
点
と
な
り
ま
す
。

１
　
懇
親
会
等
の
開
催
と
各
種
同
好

会
活
動

２
　
白
門
４８
会
会
報
の
発
行

３
　
母
校
多
摩
校
舎

へ
の
記
念
植
樹

４
　
新
規
会
員
の
勧
誘

５
　
中
央
大
学
学
員
会
他
支
部
と
の

交
流

１
の
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９

月

１３

日

、

１

月

１２

日

、

３

月

１３

日

そ
し
て
５
月
１２
日
の
午
後
７
時
５０
分

よ
り
駿
河
台
下
の

「藩
」
で
開
催

い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
同
好
会
は
、
設
立
総

会
当
日
お
配
り
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
の
結
果
に
よ
り
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
興
味

・
関
心
そ
し
て
期
待

の
強
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
各
同
好
会
の
会
長
を
中
心
に
活

動
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
よ
う
、

事
業
部
会
と
し
ま
し
て
も
支
援
し
て

ま

い
り
ま
す
。

２
の
会
報
の
発
行
は
、
年
２
回
と

し
、
会
員
各
位
の
幅
広
い
情
報
源
と

し
て
皆
さ
ん
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
会

報
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
の
記
念
植
樹
に
つ
い
て
は
、
１１

月
１３
日
多
摩
校
舎
に
て
植
樹
祭
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

４
と
５
に
関
し
ま
し
て
は
、
総
務

部
会
と
も
共
同
で
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
部
会
と
し
ま
し
て
は
、
諸
事

業
を
通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
交

流
を
積
極
的
に
は
か

っ
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

3部 会長に聞く

部会運営Iま
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６
月
の
結
成
総
会
に
向
け
て
、
勢

い
と
元
気
を
つ
け
る
た
め
の

一
泊
懇

親
会
を
去
る
４
月
２
日
田
～
３
日
ｍ
、

中
央
大
学
葉
山
寮

で
開
催
し
ま
し

た
。施

設
は
古

い
の
で
す
が
、
場
所
は

最
高

（葉
山

マ
リ
ー
ナ
、
日
影
茶
屋

す
ぐ
上
）
、
交
通
便
良
、
料
理
は
う
ま

く
、
大
学
教
職
員
寮
の
た
め
安
価
と

い
う
こ
と
で
、
年
度
末
の
何
か
と
忙

し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１６
人
の

準
備
委
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
が
朝
方
５
時
過
ぎ

ま
で
、
飲
み
、
語
り
、
実
に
愉
快
な

懇
親
会
で
し
た
。

会
を
正
式
結
成
し
た
ら
ま
た
、
全

会
員
を
対
象
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
結
成
総
会

・
記
念
パ
ー
テ

イ
ー
に
先
立
ち
、
６
月
５
日
田
１４
時

か
ら
、
駿
河
台
記
念
館
で
最
終
の
結

成
準
備
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

６
月
２４
日
の
第

一
回
の
準
備
会
開
催

以
来
、
毎
月

一
回
準
備
会
を
開
催

し
、
そ
の
間
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー

（昨
年
１０
月
４
日
）
で
の
会
員
募

集
、
三
度
の
会
員
勧
誘
の
た
め
の
Ｄ

Ｍ
発
送
、
総
会
開
催
準
備
等
を
経

て
、
よ
う
や
く
当
日
の
総
会
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
に
横
田
準
備
会
代

表
が
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
準
備
会

と
し
て
の
活
動
は
同
日
の
総
会
成
立
・

会
則
承
認
を
も

っ
て
解
散
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
当
日
の
結
成
総
会
並
び

に
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
運
営
と
役
割

分
担
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

夕食をとりながら話がはずんだ1泊懇親会

総会に向けて最後の打合わせに余念がない準備委員

会費の納入についてのお願い
中央大学白門48会会計担当

白門48会は会費によつて運営されています。未納入の

方は、是非、会費を納めてくださるようお願いいたしま

す。年会費3000円、入会金1000円です。

なお納入方法は、下のいずれかをお選びください。

①郵便振替 (手数料は不要です)

振替口座番号 「00190-9-121203」

口座名称   「中央大学白門48会」

②銀行振込 (振込手数料が必要です)

銀行名等 あさひ銀行浦和営業部 普通預金 「8660312」

口座名  「自門48会 (ハクモンヨンハチカイ)」

白門48会連絡先
住所 ・勤務先変更、新規会員紹介、お問い合わせ等、何

でもご連絡 ください。

白門48会幹事長 横  田 利 久

中央大学学長室勤務 電話 0426-74… 2311

FAX 0426‐ 74…2316

12

記念植樹祭へのお誘い

白門48会幹事

広報委員

滝 田 健 司

■
し
ず
し
ず
と
降
る
梅
雨
が
似
合
う

ア
ジ
サ
イ
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
咲
き
誇

っ

て
い
た
６
月
５
日
。
御
茶
ノ
水
の
中

央
大
学
駿
河
台
記
念
館
に
て
白
門
４８

会
の
設
立
総
会
が
、
全
国
か
ら
仲
間

が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
も
中
央
大
学
を
卒
業
し
て
２６
年
が

過
ぎ
た
の
で
す
。

■
卒
業
後
は
何
の
感
情
も
も
た
な
か

っ
た
母
校
で
す
が
、
準
備
会
等
を
通

し
て
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
り
、
誇
り

に
思
い
、
応
援
し
て
い
こ
う
と
変
化

し
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
？

■
中
央
大
学
の
看
板
学
部
は
法
学
部

だ
が
、
私
は
偉
大
な
諸
先
輩
と
は
違

っ
て
法
的
な
こ
と
、
学
問
ら
し
き
も

の
は
な
に
も
残

っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
中
央
大
学
の
学
舎
で
過
ご
し
た

日
々
が
、
法
を
も

つ
て
人
間
正
義
の

旗
を
大
き
く
振
る
の
が
自
分
の
使
命

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
の

モ
ッ
ト
ー
は

「行
動
第

一
」

■
そ
し
て
今
、
私
に
と

っ
て
母
校
は

非
常
に
大
事
な
も
の
と
な
り
、
桜
の

木
植
樹
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
日
本
に
あ
る
千
年
以
上
の
樹
齢

の
桜
の
古
木
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

系
と
聞
い
て
い
ま
す
。
白
門
４８
会
の

熱
い
思
い
も
千
年
先

（咲
）
へ
届
け

と
の
思
い
を
込
め
て
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
系
の
桜
を
植
樹
し
ま
す
。
３０

年
前
、
新
潟
県
燕
三
条
の
童
心
坂
に

千
本
の
紅
山
桜
を
植
樹
し
た
川
俣
芳

衛
氏

（８６
）
に
立
会
い
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

■
Ｈ
月
１３
日
は
午
後
２
時
、
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
ー
号
館
１
４
０
４
号
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
４８
本
の
桜
に

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
託
し
て
み
ま
せ

ん
か
。


